
資料５計画構成・全体像(目指す姿、基本方針） （案）

計画構成・全体像１

続けたい、はじめたい、関わりたい。さまざまなかたちの農業が実現し、次代へつながっている

目指す姿

生産に必要な
基盤を守る

市内産農産物が
選ばれる環境をつくる

農村地域を活性化する

・園芸施設・農業用機械等の助成
・農道、水利施設の整備

・ブランド化の支援
・有機農業に取り組む環境の整備

・地域ブランディングの推進
・地域の共同活動支援

・スマート農業の普及支援
・鳥獣被害の防止
・安定した価格・供給の確保

基本方針 主な取組み

農業用施設・機械の
確保

・耕作放棄地の再生
・農地流動化の促進

農地の保全・活用

生産性向上・収入確保

担い手となる人材の
確保・育成

・新規就農者の支援
・技術習得・向上研修の実施

付加価値の向上

農への理解促進

魅力ある農村づくり

地産地消の推進
・ふくおかさん家のうまかもんのPR
・学校給食での活用促進

・ふれあい施設の充実
・企業等の参画促進

施策

経営の確立を後押しし、
担い手を確保する

※上記に加え、「作目別の方向性」や「地域別の方向性」を定める。
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計画構成・全体像(目指す姿、基本方針） （案）

目指す姿２

続けたい はじめたい 関わりたい

・仕事として安心して農業を続

けたい

・生産規模を拡大したい

・先代から引き継いだ農地を

守りたい

・新たに農業を始めたい

・新しい技術や考え方を取り入

れた農業にチャレンジしたい

・市内産農産物の購入などに

より、福岡市の農業を応援し

たい

・市民農園、ふれあい施設、企

業研修など、気軽に農業に触

れたい

さまざまなかたちの農業が実現し、次代へつながっている

・これらが実現し、将来にわたって農業がつながっていくまちを目指す

農業者の視点 農業者以外の視点

目指す姿の実現に向けて、４つの基本方針を定める

生産に必要な
基盤を守る

市内産農産物が
選ばれる環境をつくる

農村地域を活性化する

経営の確立を後押しし、
担い手を確保する
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計画構成・全体像(目指す姿、基本方針） （案）

基本方針3

農村地域は、農業生産の場であるだけでなく、美しい景観や水源のかん養などの多面的

機能を有しており、それらの機能を発揮するためには農村地域の活性化が必要です。

農業や農村地域の役割や魅力を認識してもらうために、魅力ある農村づくりや農への理

解促進に取り組みます。

生産に必要な基盤を守る

市内産農産物が選ばれる環境をつくる

農村地域を活性化する

農業生産を行うためには、農業用施設・機械や農地といった生産基盤を維持・整備するこ

とが必要です。

農業用施設・機械の確保に取り組むとともに、農地の保全・活用を図ることで、農業生産に

必要な基盤を整えます。

農業が続いていくためには、農業経営を後押しし、安定化を図るほか、担い手となる農業

者を確保することが必要です。

生産性向上・収入確保などにより、農業経営の安定化を図るとともに、担い手の確保に取

り組みます。

生産した農産物が多くの消費者に購入されることは、農業収入の確保や農業の再生産の

観点からも重要です。

市内産農産物が多くの消費者に選ばれるよう、付加価値の向上を図るとともに、地産地消

の推進に取り組みます。  

経営の確立を後押しし、担い手を確保する

４つの基本方針に基づき、

既存の枠組みにとらわれることなく、必要な施策を推進していく
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